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老 良 �木 �浅 木 �西 �東 町 �虫 �薯 楽 日 �上別府 　で二子 �広波 音、竜 笛∴渡 �松 �旧 �新 町 �遠 賀 川 �∠ゝ 古 賀 �別府　尾　鬼　謀 ����島 津 �郊 

守 ��町 ��生 津 ��尾花高 倉国家 ��ノ 本 �停 ����千別 無府崎 ��津 �松 ��洛 名 

高 �片 �瓜 生 �石 �木 �舌吉 野野 �杉 �石 �水　末 �柴 �葉桜 �非 �山井 下目 �柴 田 �永　石 �広【竹 田森 ��小 野 �矢 �区 長 
崎 �山 ��田 �野 ��塚 �松 �上　森 �田 �田沢 昭吾 �士 ���出　田 ����野 

忠 孝 �武 司 �瀾 �茂 �国 籍 �邦干 天年 �己 敏 �英 馬 �　利 均房 �診 ��義 幸 �治i 英男 �闘 �三寅 男離 �生 区 �隼 �敏 ！行 �英 利 �生 

区 生 �区 �区 生 �区 �工 区 �㍉＼ 生区 �区 �区 �（∴六 1、 位・ “l �区 �生区 �区 �十 生区 �l 区 �区 生・ 生 ��区　区 ��区 生 �産 組 合 

生 �� �� ��生 ��工 �� �� ��生 �生 門 �生 竹 ��技 

添 �片 �松 �大 �白 �盲 �杉 �安 �亜 �柴 �枝 �柳 �谷 �水 上 �柁伸 田野 �広 ���i工 �／＼ 
田 �山 �尾 �庭 �坂 �野 �塚 �轢 �広 �田 �沢 �場 �口 ���田 �司 �内 �麒 �公地 民 館 

垂 広 石 井 �武 司 �隆 助 田 �惣 輔 �強 光 西 夕 ヱ 子 �千 年 �己 敏 － ／ I ／ �功 �新 �鰭 �恵 吉 �義 経 �寿 �i近 �”正∴蔑 己之 �生 �し勝 仁菖 �武 雄 �和 良 失 当 手 代 �長区 

島 田 タ カ 子 ��／ ��毛 利 ��甫伊石 離籍 �／ �柴 田 ツ 子 �田 代 ノt i子 �野 i中 膚 �萩 尾 チ エ 子 �匡 i） 」キ �柁南 田園 �珊 ����支婦 

白 日田 子 ��ピ サ ヱ ���ア サ 子 ��　ツ 子ミ子 �������；文数 ；子∴丁 �����部人 中会 

十　十
九　二　十　上　五　三　二　一
日　日　日　旬　日　日　日　臼

人のうこき（結繕曇基）告
人　　口　10，153人　（＋67）

男　　　　4．827　　（＋42）

女　　　　5．326　　（＋25）

世帯数　　2．788声　（＋48）

（）内は前月　比

昭
和
四
十
九
年
度
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

本
年
度
の
区
技
、
生
産
組
合
長
、
地
区
公
民
館
長
、
婦
人
会
支
部
長
が
下
記

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
減
免
の

お

知

ら

せ

水
銀
等
に
よ
る
魚
介
類
汚
染
の
彫
轡

を
受
け
て
、
所
得
が
一
定
の
割
合
以
下

に
減
少
し
た
昭
和
4
8
年
度
の
個
人
事
業

税
納
税
著
の
方
に
、
次
に
よ
り
減
兜
を

行
な
い
ま
す
。

魚
介
類
販
売
業
、
水
産
食
料
品
製
造

業
、
す
し
屋
そ
の
他
魚
介
類
の
捕
獲
採

取
、
販
売
又
は
使
用
に
関
連
し
た
部
業

を
営
む
方
で
、
次
の
い
づ
れ
に
も
該
当

す
る
人
。

l
　
昭
和
4
8
年
分
の
各
所
得
金
額
の
合

計
額
が
二
〇
〇
万
円
以
下
の
方

2
　
昭
和
4
8
年
分
の
部
業
所
得
金
額
が

前
年
分
よ
り
1
0
％
以
上
減
少
し
た
方

3
　
曲
調
期
限
は
幼
年
7
月
3
1
日
ま
で

で
す
か
ら
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
福
岡
県
若
松
財
務
事
務
所
（
偶

語
0
9
3
・
用
・
4
0
2
3
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

老
齢
、
障
害
、
母
子
福
祉

年
金
及
び
児
童
扶
委
手
当

証
書
の
提
出
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
の
定
時
届
の
た
め

五
月
六
日
よ
り
郵
便
局
で
年
金
を
受
領

さ
れ
た
ら
、
国
民
年
金
証
蕃
及
び
児
韮

扶
養
手
当
の
託
密
を
左
記
に
よ
り
、
提

出
さ
れ
る
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詔

一
、
提
出
期
限
　
五
月
三
十
一
日
進

二
、
捉
出
場
所
　
役
場
厚
生
課
福
祉
係

三
、
持
参
す
る
も
の

国
民
年
金
証
番
、
児
童
扶
饗
手
当
証

書
、
印
鑑
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

－
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
第
一
期
分

納
期
限
　
　
五
月
二
十
五
日
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
　
第
一
期
分

納
期
限
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

「
寮
内
労
働
旬
間
」

実

施

さ

る

期
間
　
5
月
2
1
日
～
5
月
3
1
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
家
内
労
働
法
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
暫

向
上
を
は
か
る
」

委
託
者
（
内
職
の
仕
導
を
出
す
人
）

お
よ
び
家
内
労
働
者
（
内
職
を
す
る
人

）
の
皆
さ
ん
。

皆
さ
ん
に
は
、
家
内
労
働
法
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
家
内
労
働
法
は
家
内
労
働

者
の
労
働
条
件
の
向
上
を
は
か
り
、
家

内
労
働
者
の
生
活
の
安
定
に
役
立
た
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

労
働
省
で
は
5
月
2
1
日
か
ら
5
月
3
1

日
ま
で
の
間
を
「
家
内
労
働
旬
間
」
と

し
、
こ
の
法
律
の
周
知
徹
底
、
遵
法
忠

誠
の
苗
効
に
努
め
、
明
る
く
楽
し
い
内

職
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
家
内
労
働
法
に
は
、

1
　
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

2
　
委
託
状
況
届
の
届
出

3
　
危
険
、
有
害
な
作
業
に
対
す
る
安

全
、
衛
生
上
の
窺
制

4
　
工
賃
の
適
正
な
支
払

5
　
就
業
時
間
の
制
限

6
　
委
託
の
打
切
り
予
告

7
　
最
低
工
賃

な
ど
に
つ
い
て
規
制
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

八
幡
労
働
基
準
監
督
署
（
八
幡
東
機
尾

倉
二
丁
目
ニ
ー
三
脂
詔
0
9
3
・
㈱
・
0
8

8
1
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
穂
実
施

の
お
知
ら
せ

三
強
混
合

一
、
日
時

六
月
十
日
（
月
）
　
（
第
二
四
日
）

受
付
　
　
1
3
時
～
1
4
時

接
種
　
　
1
4
時
－
1
5
時
ま
で

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
対
象
者

坐
後
三
カ
月
～
六
カ
月
の
人
お
よ
び

三
回
受
け
た
人
で
、
そ
の
後
十
二
カ

月
－
十
八
カ
月
に
至
る
人
。

生
ワ
ク
（
小
児
マ
ヒ
）

一
、
日
時

五
月
十
八
日
（
土
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

投
与
　
1
4
時
～
1
5
時
ま
で

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
対
象
者

生
後
三
カ
月
－
十
八
カ
月
の
人
で
、

六
週
間
以
上
の
間
か
く
で
二
回
の
ま

せる。

◎
な
お
母
子
手
腹
お
よ
び
印
か
ん
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

－
尾
崎
で
白
骨
死
体
発
見
－

お
心
当
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か

去
る
四
月
十
七
日
尾
崎
前
平
の
山
林

で
白
骨
死
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、

折
尾
薯
で
は
身
元
調
査
を
し
て
い
ま
す

が
手
掛
り
が
つ
か
め
ま
せ
ん
の
で
、
お

心
当
り
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
折
尾
警

察
署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

記

性
　
別
　
男
牲
（
所
持
品
か
ら
推
定
）

身
　
長
一
七
〇
セ
ン
チ
前
後

所
持
品
。
茶
色
ビ
ニ
ー
ル
（
2
5
筒
）

o
サ
マ
ー
セ
ー
タ
ー
（
水
色
）

。
熟
皮
バ
ン
ド
o
靴
下

o
サ
ン
グ
ラ
ス
。
ド
ア
鍵

。
ピ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
（
薄
水
色
）

。
4
6
年
8
月
6
、
8
、
9
日
付

の
西
日
本
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

慾
∴
過
∴
死
後
約
2
年
1
0
カ
月

県
営
住
宅
入
居
希
望
者

の
募
集
に
つ
い
て

近
く
竣
工
す
る
県
営
住
宅
の
入
居
希

望
者
の
募
集
の
受
付
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
森
望
者
は
福
岡
県
北

九
州
土
木
密
務
所
建
築
課
（
八
臓
区
折

尾
町
浅
川
通
り
、
飽
謡
0
，
3
・
㈱
・
2
7

6
1
）
　
へ
申
込
番
を
蘭
求
く
だ
さ
い
。

1
　
受
付
期
間

5
月
1
3
日
か
ら
5
月
2
3
日
ま
で

2
　
人
居
住
等
の
建
設
場
所

中
間
市
大
華
中
鶴
、
小
倉
南
区
朽
網

そ
の
他
県
内
三
カ
所

海
外
協
力
隊
々
貝

の
募
集
に
つ
い
て

協
力
隊
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
中
近

東
、
中
米
、
南
太
平
洋
の
発
展
途
上
に

あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経
済
開
発
、
民

生
向
上
の
た
め
に
技
術
、
技
能
を
身
に

つ
け
た
、
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本
の

昔
年
を
派
過
し
、
各
国
の
国
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
事
務
局
で
は
、
昭
和
四
九
年

度
第
二
次
隊
員
を
釆
た
る
五
月
末
日
ま

で
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

福
岡
県
庁
総
務
部
渉
外
課
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

技
能
検
定
及
び
技
能
五
輪

福
岡
県
大
会
の
お
知
ら
せ

昭
和
四
十
九
年
度
前
期
の
技
能
検
定

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
福

岡
県
技
能
検
定
協
会
（
福
岡
市
中
央
区

西
中
洲
十
二
番
二
七
号
県
庁
西
中
細
分

館
内
）
　
（
砥
誠
0
9
2
・
…
・
8
3
6
4
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

1
　
検
定
職
謡
…
・
・
鋳
造
、
機
械
加

工
、
鉄
工
、
板
金
、
仕
上
げ
、
砥
気

機
器
組
立
て
、
木
工
、
左
官
、
タ
イ

ル
張
り
、
塗
装
、
盛
製
作
、
表
具
、

婦
人
子
供
服
製
造
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

等
そ
の
他

2
　
受
付
期
限
　
5
月
2
1
日
（
火
）

電
気
工
事
士
試
験
案
内

昭
和
四
十
九
年
度
の
節
気
工
謡
士
の

受
験
受
付
が
来
た
ろ
五
月
二
十
日
（
月

）
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、
福
岡
県
庁
商
工
水
産
部
工
業
課

砥
気
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

二
級
建
築
士
試
験
の

実
施
の
お
知
ら
せ

頓
知
四
十
九
年
二
級
建
築
士
の
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
験
森
聖
者

は
、
県
建
築
部
建
築
課
建
設
統
計
係
ま

た
は
、
福
岡
県
北
九
州
土
木
蒋
務
所
建

築
課
（
折
尾
町
浅
川
通
り
）
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

1
　
受
付
期
間

5
月
独
白
か
ら
5
月
3
1
日
ま
で
。

心
配
ご
と
相
韻
目

の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
、
心
配
ご
と
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
日
揮
生
活

で
お
困
り
の
問
題
を
お
も
ら
の
方
は
是

非
御
利
用
く
だ
さ
い
。

記

日
　
時
　
　
五
月
二
十
三
日

午
後
一
時
～
四
時

場
∴
新
　
　
町
公
民
館
広
間

日
　
時
　
　
六
月
十
日

午
後
一
時
～
四
時

場
∴
所
　
　
町
公
民
館
広
間

寄
　
付
　
お
　
礼

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

故
　
加
藤
ス
ミ
エ
殿

浅
木
　
　
加
藤
省
吾
殿


